NEOHELL HAFIBOFHN (K€ - HET v ) oL

B

fohe

®IE N ORURMSU<ECR | R

_ __:n_. L/II

HL0LE Rl - PV HAK (<) V3L HEQAZaORENY RN HIKQERTIQ s
TOREHES NN DRV L2 Q0D 5% 0400 RF<B KL LM LU QDU BG 5 <EQHHS T’
SRENEK" K<L EL U QHIEQEEWNE S0 VR Ve IRICE<LT E<EQ | #Los2
DD QAUINORRE” WORBEE Q4 VPOOR-KOOREEY S LR 5 °

HORE POOREN S0P @20 QHIERR VI K DE QO VAR IY 5 A -0EIn s DB 5 -9EI0°
D00%&R A O 1 AR A0 RIEH AR IHED T | KR URH O S0 SR IVEREN R KT RIS
HEWR N EHRm R’ KEKRREURKUSRHOEBEE FEREMINCKREKEHEL S’ KR
T4 0Q 6 SN S HP T R DT B S 5 BRI URERWHE VL0 QEHOBHE B Hm K L QT

VOV RECEE LIk ¢ VORI E R [EEQIRMU S O VEORWYRS” VORI N & N
— DA QRN L O WERR YU QY 5500 2400 RSO s o80T A0 QRIETS | [114C
HEHE U A U 0-R © B0 US040 1) AU R AR ° B eA)” IR RTTOREQHEO<LI QEBIBISA =X
S U0 50 QAUPEINRSV IS S0 DK ORE N P an (KIEE) BEV D (BRES) Bk

i\

doQ 0\ B S EIERR a0 S 2RME QB U 5 & VAT HHEQ EH S R0

182



77D IIEE N NED

(=
&=

f

N
FEVEHV<ECEE UK REHKRREHONCREOHEE" W1 ROMIRE o ES
B0 B/ O HRAUV R QUG EERIOE LY LUHe” RECHK DS RERVL &
BHOR0 02 EREW RV OIEREREEIVEORUIVAL I UWEEI OV EL00F
PO KIERRHE R Vvl <EDSVORBECERKUNHIEKKS | Qe VOBHIEHREHS
EQSO - OO U L% VO<KERE S BB OURC~ o URHE Lo VEHE O XE
<O UL QHBEWE ST O 5500° HKikaw-o8 | QHNEEREI DRSS 1) UL oBmE OV <=Q
1A O U0 O UER O S VvRNERAEe° VO | REFREBI V90 BRB<E" #HU<EGNRVS
AOSEEEAEEA0” VRRVEHOURSORWTNIV R WRWENRHVLT S0 R0 H MR
LIVEQH IR S 480°
<EQSEHWO2UVIQU M CEHWERP N VROEQNL BEOEAN RIS’
[<EQEBTE LU0 ]* a0 D4 %5 e DUNIHKNVEN 1] £ N5 2 RIBIWY
WEEE U RWE Y o U EIE U R T oy K (HER B RN OV S0 QR RR/OU %)
SYIRNRA)" A$rQ B VE O L op e DRI QTSRS KIPH UG RS O s S48 5587 FEEENRIM
S SRR <EB S ALUANDN— Qo SE<LEVHEQERKRIOREOVHM LS V8" BHES
REOHEI DN QDT

<SS

AP0 < EAVELEI ) VR VR LA Q0 R RN W O IR Q ezl |

183



	松江市史通史１自然環境・原始・古代.pdfから挿入したしおり
	本扉
	口絵
	発刊にあたって
	目次
	凡例
	自然環境
	第一章　地形・地質
	第一節　松江の文化を支えた多様な地形
	一　松江の地形の概要
	二　水都松江の象徴・大橋川─開発と洪水対策
	三　生活を支えた日本最大の汽水域─宍道湖と中海
	四　古代から現代までの文化の舞台─松江の平野

	第二節　地球の歴史と松江の地質
	一　松江の地質から読み取る日本海形成の物語
	コラム①　大陸時代を語る希有な地層「古浦層」
	二　人類の時代・第四紀─段丘の形成と大根島火山
	コラム②　松江市の地下資源
	三　水都松江の象徴─中海・宍道湖の形成
	コラム③　出雲の地震と八八〇年の地震

	第二章　気候と気象
	第一節　松江の気候と四季の変化
	第二節　歴史時代の気候
	第三節　松江の気象災害
	第三章　生　　物
	第一節　私たちの生活を育む里山
	一　わが国における自然環境の変遷
	二　里山の植生
	三　里山の動物
	四　里山の危機と絶滅のおそれのある希少な植物
	コラム④　希少な生き物たち
	五　外来生物による生物多様性の危機
	六　里山のめぐみと食生活

	第二節　「水の都松江」とそこに見られる生き物たち
	一　特異な湖「宍道湖」
	二　野鳥の宝庫「宍道湖」
	コラム⑤　ラムサール条約に登録された宍道湖・中海
	三　宍道湖と中海の生物の違い
	コラム⑥　絶滅動物が語る過去の松江の優れた自然
	四　水辺の生き物たち
	コラム⑦　嫁ケ島と松
	五　松江の自然と食生活

	第三節　魅力いっぱいの島根半島と日本海の自然
	一　島根半島の植生
	二　島根半島の動物たち
	三　松江市の産業振興とその名残
	四　海流と生き物たち
	コラム⑧　ウップルイノリ
	五　磯の生き物たち
	コラム⑨　悲劇の海獣ニホンアシカと島根半島

	原始・古代
	第一章　人類の進化と日本列島の新人（ホモ・サピエンス）の文化─山陰の地域色の始まり─
	第一節　アフリカに刻まれた人類の第一歩
	一　人類の誕生
	コラム⑩　日本における前期・中期旧石器論争と出雲

	第二節　ホモ・サピエンスの拡散と日本列島への進出
	一　私たちの直接の祖先
	二　ホモ・サピエンスの文化
	三　日本列島に到達したホモ・サピエンスとその生活と環境

	第三節　中国地方の後期旧石器文化と松江
	一　松江周辺の後期旧石器時代

	第四節　終わりを迎える旧石器時代
	一　細石刃文化の到来

	第二章　縄文時代の松江 ─狩猟・採集・漁撈の生活─
	第一節　縄文時代の始まり
	一　縄文時代の枠組み
	二　縄文時代の時期区分

	第二節　縄文時代の集落
	一　定住生活のあり方
	二　島根県内の縄文集落
	三　定住生活の意義

	第三節　縄文時代の生業
	一　縄文時代の食料
	二　食料の調達計画と管理

	第四節　縄文時代の精神文化
	一　祈りの道具にみる精神文化
	二　松江市域における精神文化

	第五節　縄文時代の墓と集団構造
	一　島根県域における集落と墓
	二　中国地方における集団構造

	第六節　弥生時代への移行
	一　AMSによる弥生時代開始年代
	二　山陰地方における弥生時代の始まり

	第三章　弥生時代の松江 ─農耕社会の成立と展開─
	第一節　水田稲作の伝来
	一　弥生時代はどのような時代か
	二　「渡来系」の移住者と灌漑水田

	第二節　西川津遺跡にみる弥生時代の暮らし　─ムラの景観─
	一　水田の開発と米作り
	二　複合的な食料獲得の活動
	三　弥生人の装い

	第三節　環濠をめぐらすムラ ─田和山遺跡の謎─
	一　弥生時代の住まいと集落
	二　環濠をめぐらすムラ

	第四節　まつりがムラを結ぶ
	一　青銅器のまつり
	二　土製・木製祭具のまつり
	三　神意を問う　─骨卜の習俗─

	第五節　東アジアと弥生社会 ─玉と鉄の交易─
	一　土器から見た人々の交流
	二　弥生時代の玉作りと交易
	三　鉄器をめぐる交流

	第六節　四隅突出墓から古墳へ
	一　弥生時代の集団墓
	二　方形に貼石された区画墓
	三　弥生王墓の誕生

	第四章　古墳時代の松江 ─出雲世界形成の起源─
	第一節　邪馬台国と前方後円墳時代の始まり
	一　径百余歩の冢　─箸墓古墳と卑弥呼の墓─
	二　前方後円墳築造領域の拡大と出雲の方墳
	三　松江における古墳の出現 ─橋南の古式方墳と寺床一号墳─
	四　群小墳の盛行 ─奥才古墳群と古墳時代前期の橋北地域─
	五　集落の変化と山陰系土器の広がり
	六　大王墓の移動と地域の古墳の変化
	七　松江における前方後円墳・円墳の出現
	コラム⑪　土器型式と地域性

	第二節　巨大王墓と松江の豪族─五世紀のヤマト王権と東部出雲の新たな関係─
	一　大王墓の新たな展開と日本の国際化
	二　大橋川沿岸の大型方墳と百舌鳥・古市古墳群 ─廟所古墳の出現の意味─
	三　平所埴輪窯跡・石屋古墳の形象埴輪と埴輪の創始伝承
	四　淤宇宿禰伝承と意宇平野の開発
	五　出雲ブランドの確立　─玉作の本格化─
	六　入海北岸地域の古墳の動向と松江の南北連合

	第三節　王権の進展と前方後方墳体制─五世紀後半〜六世紀前葉の東部出雲の秩序─
	一　王権の進展と各地の反乱伝承
	二　東部出雲の前方後方墳体制
	三　群集墳の出現

	第四節　王権の確立と出雲世界の成立─六世紀中葉以降の東西出雲─
	一　地域支配の浸透と前方後円墳の消滅
	二　東西出雲の覇権─山代二子塚古墳の出現─
	三　地域に広がる横穴式石室と横穴墓 ─東西出雲の覇権の確立─
	四　民衆のまつり、首長のまつり
	五　須恵器の生産と大井窯への集約
	六　日本随一の玉生産地
	七　鉄生産の始まり
	八　居住様式の変革
	九　古墳時代後期の出雲

	第五章　律令国家への歩み
	第一節　古代の出雲
	一　文献に見える出雲
	二　出雲臣とその伝承
	三　淤宇宿禰と人制

	第二節　出雲の部民制・国造制
	一　氏族と部民制
	二　国造制の成立
	三　出雲の国造制
	四　出雲臣・神門臣と東西出雲

	第三節　乙巳の変・七世紀の国政改革と松江地域
	一　乙巳の変と七世紀の国政改革
	二　出雲における評の形成
	三　国制と出雲国の成立
	四　出雲国府の成立
	五　古代道の形成

	第六章　律令国家と松江
	第一節　律令国家の地方行政と松江
	一　律令国家と松江
	二　国郡里制と松江
	三　律令地方行政と民衆
	四　出雲と他地域との交流
	コラム⑫　畿内の出雲臣

	第二節　出雲国造と律令国家・王権
	一　出雲国造と王権
	二　出雲国造と神郡意宇郡
	三　出雲国造と神賀詞奏上
	四　出雲国造と神事・玉作
	五　出雲国司と出雲国造
	六　出雲国司
	コラム⑬　玉作湯と史跡出雲玉作跡

	第三節　出雲国府の実像
	一　出雲国府の景観
	二　発掘された出雲国府
	三　国庁・国司館・国学・寺社
	四　正倉院・駅家・国府津
	五　国府官営工房
	六　烽・意宇杜・十字街
	コラム⑭　八雲立つ風土記の丘

	第四節　出雲国府と地域社会
	一　出雲国府が果たした諸機能
	二　出雲国府の出土文字資料
	三　条里制と出雲国府
	四　出雲国府と交通路
	五　意宇郡家・島根郡家・秋鹿郡家と村々
	コラム⑮　出雲国府跡出土の則天文字

	第七章　『出雲国風土記』が語る松江
	第一節　『出雲国風土記』とは
	一　『出雲国風土記』の成立
	二　『出雲国風土記』研究の流れ
	コラム⑯　近世後期の『出雲国風土記』研究者

	第二節　国の要─意宇郡の世界─
	コラム⑰　近代の『出雲国風土記』研究

	第三節　水辺・海辺の暮らし ─島根郡・秋鹿郡の世界─
	コラム⑱　朝山晧の『出雲国風土記』研究

	第四節　宴の場
	コラム⑲　松江市域の『出雲国風土記』写本

	第八章　神仏への祈りと神話の世界
	第一節　神社・寺院と地域社会
	一　神まつりの空間
	二　仏への祈り
	三　国分寺・国分尼寺と地域社会
	コラム⑳　風土記社を歩く

	第二節　松江市域に関わる神話
	一　神話とは何か
	二　『古事記』の神話と松江市域の伝承地
	三　『出雲国風土記』の神々の足跡
	コラム21神話に寄せる人びとの想い

	第九章　平安前期の出雲・山陰─東アジア世界・災害・律令制の展開─
	第一節　九世紀前半の列島社会と出雲国
	一　九世紀の日本と出雲
	二　俘囚の反乱

	第二節　渤海との交流
	一　渤海使王孝廉の来着
	二　出雲・伯耆に来着した渤海使
	三　渤海との外交と山

	第三節　九世紀後半の災害と危機対応
	一　九世紀後半の大地震と噴火
	二　新羅との関係
	三　危機対応と山陰

	第四節　九～十世紀の変化と山陰
	一　海賊と群党蜂起
	二　山陰における軍事的対応
	コラム22出雲国に流された貴族たち─都の政変と出雲─

	第十章　平安中期の出雲・山陰─古代国家の変容と地域─
	第一節　古代国家の変容
	一　摂関政治の展開
	二　租税と財政の変化
	三　受領の成立
	四　荘園制と在庁官人制の成立

	第二節　正税返却帳にみる十世紀の出雲
	一　「出雲国正税返却帳」と受領
	二　正税返却帳からみる出雲国の財政負担

	第三節　国家儀礼と出雲
	一　大嘗会と出雲
	二　相撲節と出雲

	第四節　摂関政治の展開と出雲国
	一　摂関政治と出雲国の受
	二　杵築大社の顚倒・託宣事件
	三　康平・治暦の杵築大社造営と出雲の受領

	第五節　院政の成立と出雲
	一　摂関家家司受領
	二　院司・院近臣受領と知行国制
	コラム23出雲と和歌

	参考文献一覧
	松江市史編纂関係者名簿
	執筆分担
	協力者一覧
	写真提供者一覧
	年　　表
	索　　引
	出雲国風土記地図
	奥　　付


